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優しく強い子に！ あの夏 1992年 明徳義塾×星陵
２０１６・７・22（金） 朝日新聞朝刊

…最後の言葉は父の顔で …
甲子園で広島工に大敗して宿舎に戻ったときの明

徳義塾馬淵監督の言葉です。
「３年生はお疲れさん。練習でしんどい思いをさせ
て，甲子園でも最後まで嫌な思いをさせて，悪か
ったな」

と，選手の前で頭を下げたそうです。
最後の言葉について馬淵監督は

「そんなことも，言うたんかな」
http://www.minamih.net/ とポツリ。
１６・ ７・２３（土） 「ただ俺がギラギラしているときに教えて，それに
南ＮＥＷＳ ＮＯ３６ 耐え抜いた選手は社会に出てから強いと思うわな」

南の３期生 29人は月曜日が休みで，あとのウイークデーは毎日
午後練。休む子はいませんでした。高嶺小から通ってきた子ども
達も運動会の練習で遅くなったときでも，もう暗くなっているの
に由井三まで通ってきました。その内の一人は早稲田大学のサッ
カー部でＣＦとして活躍してくれました。今は大手銀行の支店長
です。

“全国大会に出よう”を合い言葉にみんなでＧＡＭＢＡってい
たのです。４年生から教えた子ども達でしたが，５年生で６年生
相手にカップ戦 ･リーグ戦 ･市民体育祭 ･全日本ブロック予選 ･拓大
杯を制したのです。６年生の時の市民体育祭では赤 ･白に分かれて
南同士で決勝になりました。“ドリブルの南”と言われました。（一
軍 ･二軍，Ａ・Ｂとかは嫌で使いませんでした。みんな同じ南の仲
間です。ユニフォームの色でチーム分けをしたのです。赤 ･白の固
定は勿論ありませんでした。）

今でもつきあいが続いている３期生。創立３５周年記念の会で
３期生達に
「先生はよく怒ったけど，よく泣いたよな」
と言われました。京都の高校のラグビーの先生と同じです。
自分で言うのも何ですが，とにかく鬼でした。１０－０で勝っ

ても“内容が悪い”と試合後に校庭を１０周回しました。矢上も
声を出しながら先頭を走り，最後の１周はダッシュでした。６年
生の３月ｖｓ１７多摩戦，最後の試合のあとは私も涙でした。
……なかなかあのようなチームは今はできません。
卒業までＧＡＭＢＡりぬいた２９人 。今は４９才，みんな立派

な社会人，親父になってＧＡＭＢＡっています。
何もなければ，今晩は今年２回目の同窓会です。の予定です…。

ｂｙ南のアンパンマン
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12Bキッズサッカーフェステイバル 3年生
7月 17日 (月祝 ) 10:45−12:30 於）日野市浅川グランド

《結果》 (第一試合 )vs西八 JFC 0−6
(第二試合 )vs南大沢 FC 0-9
(第三試合 )vs七小 FC1-5【得点者＝岩田くん】

《チームのめあて》
①渡り廊下をつかう
②ワンツーをつかう
③ドリブルをいっぱいつかう
⑤技をいっぱいつかう
⑥味方をたくさんつかう 3年生の試合

久々に３年生の少女たちと一緒にのぞんだ試合でし
たが、猛暑のせいなのか、久しぶりのフットサルルー
ルに戸惑っちゃったからなのか、メンバーで相談して
出しためあてを、あまり果たせませんでした。
Bクラスに入ってから一生懸命取り組んできた、個人技があまり

出せず、相手チームに中盤でボールを奪われてから、ゴールまで
運ばれるシーンが目立ったのは、少し残念でした。

同じ３年生相手に一点も取れなくて悔しくないのか！」、
最初の２試合で惨敗したあと、コーチのゲキに感情をあらわにし
てた岩田くんが、３試合目の終わり間際に、中盤で相手からボー
ルを取り返し、そのままドリブルで運んで、見事にゴールを決め
てくれました。
一緒に悔しい思いをしてた選手たち、スタッフや観戦してくれ

ていた父兄、みんなの気持ちが、後押ししてくれたのかな？

上の田邊コーチのコメント，しっかり読んでくださいね。南の子どもたちを
応援する大人達全員の願いです。 ｂｙ南のアンパンマン

試合前のサッカークリニックでは東京ヴェルディのコーチから、

◯普段の練習にも全力で頑張る意味

◯サッカーだけでなく、勉強にも真面目に取り組む姿勢

◯教えてくれる人のお話を真剣に聞く大切さ

たくさんタメになることを教わりました。いい経験だったね。

サッカーの技ももちろん、試合に勝つための心がけ、仲間や支えてくれる周りの人

達への思いやり、もっともっとみんなで一緒に頑張って学びながら、強いチームにし

ていきましょう！

ｂｙ田邊コーチ
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